
第 2 回もも脳ネット コアメンバー会議 議事録 

 

日時：平成 22 年 9 月 29 日（水）19：00～20：00 

場所：岡山医療センター 4 階 大研修室 

 

出席者： 岡山医療センター（大森 Dr、塩田 Dr、間野 Ns、鳥越 Ns、島谷 Ns、川崎 Ns、 

              渡利 PT、MSW 木戸） 

     岡山協立病院（原田 Dr、岩木 MSW） 

     岡山旭東病院（片岡 MSW） 

     岡山県歯科衛生士会（小橋歯科衛生士、武田歯科衛生士） 

     岡山光南病院（西崎 Dr、鈴木 Dr、松井 Ns、知野見 PT、齊藤 MSW、西村 MSW） 

     岡山歯科医師会（友坂 Dr、角谷 Dr、相坂 Dr） 

     都窪歯科医師会（山本 Dr） 

     岡山市民病院（梅田 Ns、植田 MSW） 

     岡山赤十字病院（井上 Dr、片岡 Dr、徳永 Ns、三宅 Ns、山田 Ns、小幡 PT、工藤 ST、 

             内藤 MSW、石原 MSW） 

     岡山中央奉還町病院（小島 Dr） 

     岡山リハビリテーション病院（森田 Dr、坂本 Ns、山崎 MSW） 

     岡山労災病院（小倉 Ns、松下 MSW） 

     佐藤病院（山根 Ns） 

     在宅（大橋 Dr、堀部ｹｱﾏﾈ、佐藤ｹｱﾏﾈ、丸田ｹｱﾏﾈ、西山ｹｱﾏﾈ、猪井ｹｱﾏﾈ） 

 

１． 県民フォーラムについて（井上 Dr の素案を基に検討） 

（案） 期日：平成 23 年 1 月 8 日（土）14：00～16：00 

          場所：山陽新聞社さん太ホール 

          対象：脳卒中・大腿頚部骨折の患者と家族 

          人数：定員 300 人まで 

          費用：約 100～150 万円（人件費、会場費、ポスター代、宣伝費、弁当代など） 

          宣伝：11 月中にポスター作成し、もも脳ネット参加施設内に掲載 

             12 月の山陽新聞と市政だよりに掲載 

          後援：県南東部市町村、医師会、放送局などへ依頼 

・演者などのプログラム内容については、検討中。 

医師以外にコメディカルや在宅スタッフからも演者を選出する。 

            

２． 県民フォーラム以外の予算の使い道について 

      ・もも脳ネットの参加施設が各病院の PR を A4 用紙にまとめ、冊子を作ってはどうか。 

・プログラミングなどにご尽力いただいた方への謝礼金など。 

 

 



３．   在宅パスの内容、今後について 

 ・堀部ケアマネにて、在宅パスのシート・今後の展開について説明。 

   シートは、岡山県介護支援専門員協会のホームページに掲載している。また、備前県民    

  局が CD300 枚を用意している。今後、岡山県内で統一した様式を使用するよう県庁へ

も働きかける。また、運用についてはマニュアルを作成中であり、作成した段階で研修

を開く予定。 

 

４．   頚部骨折・脳卒中パスのマニュアル改訂について 

      ・整形外科については、脳卒中に近づける方向で改訂する。ファイルを使用するかについ

ては、討議する必要あり。まずは、各病院内でマニュアルの問題点や改訂案について検

討し、10/11 迄に日赤へメールする。それを基にコア会議を開催し、マニュアルの改訂

作業を行う。 

 

５． 岡山もも脳ネット運用会議（10/28）の議題 

      ・運用状況の報告の報告（頚部骨折、脳卒中） 

      ・県南東部脳卒中医療連携の総合的な体制整備促進事業について） 

       （県民フォーラム、予算の使い道など） 

      ・在宅パスの内容、今後の展開 

・オーバーピュパスの改訂、マニュアルの見直し 

・その他 

 

 

                                   （文責 木戸） 

                          

 


